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山梨大学は、創立当初から、山梨県の気候風土を活かし

た産業育成に深く関わってきました。中でも、ワイン科学

研究センターは、昭和獲年に前身である醗酵研究所を創設

して以来、ブドウの栽培からワイン醸造までの-質した技

術を総合的に研究しています。これまでに県内ワイナリー

とも協力しながら、ブドウの品種改良、栽培技術の改良、

新たな醸造酵母や香りなど風味に関する研究開発などの成

果を、日本ワインの品質改善に役立ててきました。

また、山梨大学からは多くのワイン醸造技術者が輩出さ

れており、全国のワイナリーで働く醸造技術者の多数が山

梨大学で学んだ技術者たちです。つまり、日本ワイン愛好

家の皆さんは、いつも山梨大学と緑の深い日本ワインを飲

んでいる、と言っても過言ではありません。

山梨大学では、ワイン科学研究センターが開発した技術

をもとに、地元ワイナリーと共同して醸造したワインを世

に送り出しています。これらのワインはブドウも山梨産な

ら技術も山梨産、食後酒に最適な甘口ワインからちょっと

気取った高級ワインまで多種多様です。各ワイナリーいち

押しのワインを、日本ワイン発祥の地、ここ山梨からお届

します。

フジクレールワイナリー株式会社

〒409-1313山梨県甲州市勝沼町下岩崎2770-1

TEL O553-44-3181 FAX O553-44-1991 回
E-ma i=ujicIair@fujiclairwine,jp

URL https://www,fujicIairwine.jp 需

まるき葡萄酒株式会社

〒409-1313山梨県甲州市勝沼町下岩崎2488

TEL O553-44-1005 FAX O553-44-0650 回
E-mai=nfo@maru kiwine.co,jp

URL https://www.marukiwine"CO"jp 面

岩崎醸造株式会社

〒409-1313山梨県甲州市勝沼町下岩崎957

TEL O553-44-0020 FAX O553-44-2754 回

E-mail honjyo.wine@aqua,Piaia.or,jp

URL https://www,iwasaki-jozo.com/

山梨工業会ワインショップ

〒400-8511山梨県甲府市武田4-3-11

山梨大学工学部内 ¶1 ・FAX O55-220-8398

E-mail kogyokai@yamanashi.ac.jp

U RL ht巾s〃NVwi-P剛血mconV串間maShi-kogyokaVpubiic/

購入について 酒販免許等の関係から、山梨大学では販完

0
を行っておりません。ご購入希望の方は、

上記、山梨工業会ホームページ内「オンラ

インショップ」からご購入ください。

ゼ山梨本字
〒400-8510山梨県甲府市武田四丁目4-37

TELO55-252-1111 FAXO55-220-8799
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